




■「百段階段」を中心とした美しが丘地区遊歩道の整備 位置図

【位置図】

【拡大図】

国学院幼稚園

小学校正門

上り口がわかりにくい

団地前バス停 百段階段

百段階段

【広域図】

現在は殺風景な暗い印象

「丘の街ふるさとの記憶プロジェクト」
の概ねの活動範囲

たまプラーザ駅
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注：図中数値は標高／丸数字は次ページ写真位置を示す（拡大図も同じ）
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●ＡＯＢＡ＋ＡＲＴ２０１５での作品/取組み

【普段の百段階段と丘の街の街並み・公園】 <番号は前ページ図上位置を示す>

【街のイベントや沿道の小学校の行事における活用時の様子】

●美しが丘小学校の卒業生を祝う「花の百段階段」飾りつけイベント

■「百段階段」を中心とした美しが丘地区遊歩道の整備 現況・活動写真

① ② ③

④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

鉢植えの飾りは児童ク
ラブと地域住民の手作
りによるもの

閑散としており、歩く人の足取りも重い

ＡＯＢＡ＋ＡＲＴ
は2008年か
ら続く美しが
丘住宅地を
会 場 と し た
ART活動

2015作品
「100段にイロド
リを」では、カラ
フルな階段に
思わず走りだす
子ども達も…

築後５０年が経過し一部で
コンクリートや舗装材の劣化
もみられる

「みちの名前」を考え
るﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは遊歩
道の名前を考えた

美しが丘中学校で
「街のはなし」講義



■「百段階段」を中心とした美しが丘地区遊歩道の整備　整備提案イメージ図（１／２）■「百段階段」を中心とした美しが丘地区遊歩道の整備　整備提案イメージ図（１／２）■「百段階段」を中心とした美しが丘地区遊歩道の整備　整備提案イメージ図（１／２）■「百段階段」を中心とした美しが丘地区遊歩道の整備　整備提案イメージ図（１／２）

◆街なかの名所紹介　<地域全体>◆街なかの名所紹介　<地域全体>◆街なかの名所紹介　<地域全体>◆街なかの名所紹介　<地域全体>

・百段階段の標高タイルで紹介す 

　る街なかの名所を選考

→　標高シールを付近の車止め・

　　カーブミラー・手すり等に貼付

・まちづくり秘話や映画やドラマの

  ロケ地情報、クルドサックの解

  説、写真スポットなどをまとめ、

  ポイントごとに紹介出来るよう

　整理し、情報URLをつけて街歩き

　の楽しみを提供

・緯度経度情報も記載

　（AOBA+ARTとの連携）

◆ワークショップ等による

　取組みを大切にする

・街の名所選定や情報整理などは　

　フィールドトリップや住民ワーク

　ショップ等を通じて選考

・上り口空間の整備や、埋め込み　

　タイルのデザイン選定なども

　地域の話し合いを元に進める

◆整備後の維持管理も重要なテーマ

・上り口空間の清掃等／情報コンテ

　ンツの維持管理／標高シールの劣

　化に伴う貼替作業など、整備後の

　メンテナンス活動は委員会活動に

　引き継ぐことを想定

◆上り口空間の整備

・暗くなりがちな空間の修景　

・バスを待つ際にも使えるベンチ

・街歩き案内サイン

◆百段階段を中心とした

　主な整備範囲

・標高タイル(街の名所紹介付)の

　埋め込み

・舗装等劣化箇所の改善

美しが丘最高地点：標高87.9m

カバ公園：標高70.0m
美しが丘中学校：標高70.5m 富士見ポイント：標高82.5m

百
段

階
段

を
街

の
標

高
定

規
と見

立
て

る

たまプラーザ駅へ

国学院幼稚園：標高56.0m

桜とクルドサック：標高58.3m

丘全域を網の目状に占める歩行者専用道

高
低

差
：
約

4
0m

　

◆百段階段の整備

・美しが丘の一番低い地点から高

　い地点までを結ぶ最短経路。

　丘の街を象徴する路線である。

・街の高低差を図る定規と見立て、

　街歩きを楽しめるコンテンツを

　盛り込みながら、郷土意識を

　高める階段へと転換を計ります

美しが丘小学校正門：標高69.0m

階段上段：標高65.0m

美しが丘最低地点（百段階段下段）：標高47.5m

団地前バス停

AOBA＋ARTでは

ドーナツ公園・滑

り台の緯度・経度

を表示した

（作・谷山恭子）



団地前バス停

たまプラーザ駅へ百
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：約
20
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ここは〇〇段目

標高：〇〇m

〇〇公園と同じ高さ

〇〇カロリー消費しました！

〇〇公園まで行くと更に

○○カロリー消費できます

≪丘のまちのぼり口≫

全部で100段程あると言われています

数えながら登ってみてください

高低差は約20m

一年間毎日昇り降りすると7300m

ヒマラヤ山脈級の山を登ったことに！

場の修景・コンテンツの掲示

百段階段は通学路：

学校に休まずに一年間通うと

富士山を登った計算になります

国学院幼稚園

美しが丘小学校情報の明示（プレートの貼り付けなど）

遠くからでも視認できる蹴上を

使った修景計画を行います

階段蹴上を使った修景
ランドスケープアートの形成

ポイントに立つと

自分が日時計になる

コンテンツ例_1

QRコードなどを使い

街の歴史や

周辺情報などへの

アクセスを容易にします

「ここで〇〇の撮影がされた！」

コンテンツ例_2

■「百段階段」を中心とした美しが丘地区遊歩道の整備　整備提案イメージ図（２／２）■「百段階段」を中心とした美しが丘地区遊歩道の整備　整備提案イメージ図（２／２）■「百段階段」を中心とした美しが丘地区遊歩道の整備　整備提案イメージ図（２／２）■「百段階段」を中心とした美しが丘地区遊歩道の整備　整備提案イメージ図（２／２）

陸橋下の雑草が生えた寂れた場所を百段階段の入り口ゲート

へと修景。バス停の待合ベンチを兼ねた親和性のある空間を

作ります。

標高タイル

階段状のベンチと緑化階段

参照イメージ：Landscape ＆ Garden Design 創庭

QRコードから情報取得

参照イメージ：株式会社　ウイズ

参照イメージ：カルジオイド日時計

 Willy Leenders from nl, CC

参照イメージ：AOBA＋ARTの期間展示（7日間）

蹴上にカラーガムテープを張って百段階段の

イメージを刷新した（作・田園都市建築家の会）

参照イメージ：

岸和田市

参照イメージ：

六本木ヒルズ

10周年企画「考えよう。」

街中にメッセージを掲示
※健康づくり歩行者ネットワークと連係させる
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